




本市では、令和2年3月に「第2期松戸市子ども総合計画」を策定し、こども・子育て支援を
総合的かつ一体的に推進するとともに、その後もこどもや子育て当事者の生活実態や動
向、ニーズ等を継続的かつ的確に把握することで、こどもや子育て当事者に寄り添った様々
な支援に取り組んでまいりました。
その結果、本市では、関係機関の皆様のご尽力もあり、国内外の様々なメディアから「子
育てしやすいまち」として注目を集め、継続的に高い評価を得るまでに至りました。
その一方で、近年は、少子化や核家族化、地域のつながりの希薄化等、社会構造の変化
に伴い、こどもや子育て当事者をめぐる課題は、より一層複雑化、多様化しており、これま
で以上に、多面的かつ包括的なアプローチが求められております。
そこで、本計画では、本市の現状や課題を改めて整理・分析した上で、今後5年間で取り
組むこども施策を体系化し、妊娠・出産・子育て期を通じて切れ目のない、きめ細かな支援を
展開することで、全てのこどもや子育て当事者が、孤立感や負担感、経済的な不安等を抱く
ことなく、将来にわたって自分らしく幸せに暮らせる「まつど」を目指してまいります。
また、令和5年4月に施行された、こども基本法においては、全てのこどもについて、その
年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮され
ることが基本理念として掲げられるとともに、国や地方自治体がこども施策にこども・若者
等の意見を反映する措置を講ずることが義務付けられました。
本市といたしましても、「こどもは未来を担い、社会をともに作るパートナー」であると考

えておりますので、こどもの意見表明や社会参画の機会をさらに充実させることで、こども
の意見の尊重及び最善の利益の実現を図ってまいります。
最後になりますが、子ども・子育て会議委員や「こどもモニター」の皆様、アンケート調査

やヒアリングにご協力いただいたこども・若者、保護者の皆様をはじめ、本計画の策定にご
尽力いただいた皆様には、心より感謝申し上げるとともに、本市のこども政策に対して、今
後ともご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　令和７年３月

松戸市長 本郷谷  健 次

全てのこどもや子育て当事者が
自分らしく幸せに暮らせる
「まつど」を目指して



子ど
も・子育

て会議委員からのメッセージ

教育機関や行
政と連携し、地域全体
でこどもたちやご家庭を
はじめとした住民の力に
なれるよう努めていき

たい。 こどもに関わる
みんながともに互いを
思いやり、幸せを感じら
れ、未来を考えられる
松戸市になります

ように。

松戸で生まれ
育ち、子育てをする若
者の1人としてこどもから
大人までみんなに優し
いまちづくりに尽力
したい。

みんな違って
みんないい。誰もが
笑顔になれるよう、
地域全体で関われる
まつどを目指して。

全てのこどもが、
自分らしく、健康に、
安心して暮らせる「こども
がこどもでいられる」
社会を創りたい。

これからの松戸、
そして日本を支えていく
のは、こどもたちです。こ
どもや若者の意見を大切
にし、「こどもと一緒に」魅
力的なまち「まつど」を
創っていきましょう！

こどもの皆さん
は、大人の私にとって
「希望」です。あなたを
大切に思う大人が
いることを知っていて
ください。

全てのこどもが
心身ともに健康で、
自己肯定感が高まる
ような松戸市を
目指したい。

現場の声と松戸市の
施策が良い方向に進
むことを願っています。

未来を生きる
こどもたちのために、今
わたしたちにできることを。
あなたの「生きる」を応

援します。

松戸で育って良かった
と思える環境作りに、
今後も皆で関わり
ましょう。

「松戸っ子」として
こどもが胸を張って育ち、
こどもとともに幸せを知る
市民になってほしいと
願っています。

どんな子も親も
笑って過ごせるまちに！
希望を持って小さなこと
でも声を上げていこう。
きっと未来は明るいと

信じて。

地域・家庭と学校・
行政が連携し、こども達
が「安全・安心」に成長
できる街（松戸）を
創りたい！



こどもモニターからのメッセージ
みんなが安心して暮らせるように、まちを
きれいにしたり、事故や犯罪をなくしたり
など、よりよいまちにしたいです。

こどもモニターを通じて今より松戸市が
もっと良くなったらいいなと、前より考える
ようになれて、松戸市にたくさん貢献
できたと実感した。

こどもからお年寄りまで住みやすい
まちに。平和で、市民の意見を聞いて、
実行してほしい！！できる限りでいいから。

松戸市に、こどもたちがたくさん遊べる
場所を作ってほしいと思いました。

私はこどもモニターをはじめる前は、こども
モニターのことを聞いた事もなかったけど、
実際にやってみるとみんなやさしくて、
ポスターを作るのが楽しかったです。

松戸の強みを活かせる魅力的なまち
づくりや、こどもの可能性を最大限引き
出せるまちになってほしい。

いつまでも「やさシティ」であってほしい。
安心できて、笑顔あふれる松戸にして
いきたいです。

千葉で一番の国際都市に。 こどもモニターのような取組を続けて
ほしい。こどもたちに向き合ってくれたのは
うれしいと思った。

治安が良いまちにしたい。そのためにポスター
を書いたり、悪い事をしている人がいたら注意
をしたい。また、大人たちにこどもが住みやすい
ようにしてほしい。知らない人とも挨拶ができる
ようになると良い。

こどもモニターの活動をするまで、松戸市
が行っている政策を知らなかったので、
もっとたくさんの人にこどもモニターの存在
や松戸市の政策について知ってもらい
たいと思いました。

幼児から高齢者まで全員が安心して
いられるまちにするために、道路や交通を
もっと安全に整えてもらいたい。

松戸の良さはまつドリだけじゃない！！
どんな年齢の人もどんな考え方の人も
笑顔で暮らせるまちにしてほしいです！

こどもから大人まで、他県や他市町村の人、さらには他文化の
外国人など多くの人たちが松戸に来てよかったと思えるような
まちにして、松戸の知名度を上げ、私自身も今まで以上に
松戸で育って良かったと思えるようにしたいです。子育てが
しやすく、若者から老人まで住みやすい融合施設などを
中心部だけでなく、まちの隅 ま々で行き渡ったまちづくりを
大人に期待したいです。明るく元気一杯の松戸に期待します。

松戸を青少年にとって過ごしやすいまちに
して、松戸にだったら居場所があって行き
たいと思えるようにしたい！

まわりの人と話しやすい環境づくりをして
ほしい。そのためにこどもモニターのような
環境がほしいです。

世代間のつながりを強くするために、
挨拶がとび交う松戸市でいてほしい。
笑顔であふれるまちづくりを。

こどもモニターで普段できない経験ができて
楽しかった。もっと私たちこどもも活躍できたり、
松戸市のみんなが幸せに過ごすための
力になれたりできるまちになってほしい。

もっと駅前に商業施設などを建てて若者
が今よりたくさん訪れるようなまちにして
ほしいです。

いろんな意見が尊重されるまち！学生が
遊べる場所が少ないから増やしてほしい！
道の整備をしてほしい！

チバでいチバんのまち。どんな歳でも
みんな同じように暮らせる都市。

動物に優しい街にしたい。自慢出来る街
（幅広い綺麗な歩道・若い人がたくさ
ん住んでくれる）にしてほしい。

私は松戸市をもっと音楽が盛んなまちに
したいです！！森のホールとかあるから
もっと有効的に使って良いまちにしたいです。

笑顔が多くて、一人一人がのびのびと
過ごせるまちを、こどもからお年寄りまでの
みんなでつくれるようにしてほしい。

私たち中学生の力で松戸を意見を表せる
まちにしたい。中学生の活動が活発に
なればもっと良いまちになると思う！

どんなこどもでも自由に遊びやコミュニケーション
がとれて、人や自然にも優しいまちをつくりたい。
一人でも勉強しやすい環境づくり(図書館等)
や、地震や河川の氾濫等に強いまちづくり
（耐震工事無償化等）をしてほしい。

松戸の少子高齢化をなくしていきたい。
松戸は都市と田舎が共存しているのが
好き。まつドリかわいい。

今回考えたことを基に、千葉で最大の
市にしてくれるとうれしいです！！

どんな人でも安心して暮らせるまちになって
ほしいです！！

松戸市を大人だけでなく、こどもの意見も取り
入れることでアイデアあふれる住み良いまちに
していきたいです。誰もが住みやすいまちに
なるように、よりたくさんの人の意見を聞いて
もらえるようにしてほしいです。

こどもモニターに参加してから自分の意見を
進んで言えるようになったのと友達が増えて
うれしかった。学生だけで勉強や遊べる場所
がほしい。個人的にラーメン屋さんがほしい。
みんなで協力することができて楽しかった。
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